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住民参加の段階を上げていく手法の研究（その２） 

－４つの手法の実践的な研究－ 

アルパック㈱地域計画建築研究所 大河内雅司（会員番号 006709） 

地域福祉計画、住民参加の段階、住民参加の手法 

１．研究目的 

 地域福祉計画において、住民主体による計画策

定やその実践が問われている。 

 そこでは住民主体実現に向けた参加のデザイン

が求められているが、「住民参加の段階（成熟度）

を測る評価スケールがない」「アセスメントに基づ

く手法の選択ができていない」といった問題があ

った。そこで、これまでの研究において住民参加

を測る 6段階のスケールを提案し、事例でスケー

ルの妥当性を検証した 1)。 
 表 住民参加の６段階スケール 
６住民の活動に行政を巻き込む参加 
５住民自身による活動 
４実現に住民と行政等が取り組む参加 
３意見が計画に反映される参加 
２意見が言い放しになる参加 
１役割がよく分からないままの参加 

 
 一方で地域福祉計画の手法については、さまざ

まな先行研究や文献があり 2,3,4)。筆者も直接・間

接参加の視点で論じたことがあるが 5)、手法論が

一人歩きしており、住民参加の段階を上げていく

という視点でそれらの総合的な効果分析が求めら

れているのではないか。 

 このことからこの論文では、住民参加の段階を

上げていく主な手法について、実践的な視点から

整理し、それらの効果や課題について概観するこ

とを目的とする。 
 
２．研究の視点および方法 

 筆者がその実践を支援してきた事例から、経験

的に有効と思われる手法を抽出した。計画策定及

びその実践過程を５つの要素で捉え、それぞれの

手法を位置付けた。 

 表 手法の目的と位置付け 
   手法 
 
 
５つの要素 

住民が主
催する懇
談会 

資源マッ
プづくり 

住民によ
るｱﾝｹｰﾄ調
査 

地域劇仕
立ての情
報発信 

①人のつなが
りづくり 

    

②課題の共有     

③資源の共有     

④ニーズの把
握 

    

⑤参加促進、
広報 

    

 
 

    

 
 手法によって住民主体の形成が進み、参加の段

階が上がるものと仮説をたてて、活動の節目に実

践にあたる住民を対象にアンケート調査を実施し、

取り組み（手法）に対する評価を求めた。 

 表 住民参加の段階を上げていく手法 
 兵庫県Ａ市 京都府Ｓ町 
都市の概要 
（H17国調） 

人口 291,027人 
神戸、大阪都市圏の衛
星都市 

人口 34,236人 
関西学研都市 

段 階 計画実践段階 計画策定段階 
手 法 

計画策定
段階 

実践段階 計画策定段階 

①住民が主催す
る懇談会 

○ ○ ○ 
②資源マップづ
くり 

 ○  

③住民によるｱﾝｹ
ｰﾄ調査 

 ○  

④地域劇で情報
発信 

 ○  

検証方法 アンケート調査で意向把握 
 活動の節目に、実践にあたる住民を対象
に評価を求める。 

 
３．研究結果 

(1)住民が主催する懇談会 

 住民が主催する懇談会は、参加の呼びかけから

運営まで住民自身が行い、生活課題を把握する手

法である。成果として、参加者を通じて人のつな

がりが広がるとともに、課題の共有が解決に向け

たエネルギーとなることが期待できる。一方で、

計画策定・計画の実践 
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世話役への負担を軽減することや、出された意見

を実践へつなげていくことが課題となる 6)。 

 

 

 

 

 

 

 
(2)資源マップづくり 

 資源マップづくりは、人・もの・金などの地域

福祉に関わる資源を住民ならではの視点で収集、

マップ化する手法である。課題解決に活用できる

資源を客観的に整理、共有することができ、足ら

ずの資源が明らかになる。「「敬老会で配布できて

よかったです。」「見える所に貼っている。」「民生

委員さんがわかっていいわ。」と声をかけられたの

で、役に立っているのではと思いました。」といっ

た声がある一方で、「個人情報保護が大きな壁にな

っている。」「身近な人が利用しているように思わ

れない。どこかにしまっているように思う。」「マ

ップづくりをどう生かすかが課題。ひとつの通過

点。またメンテをどのようにするか（いつ誰が、

そして広報）？」といった意見にみられるように、

広報や普及、データの更新、問題解決につなげて

いくこと等が課題視されている。 

(3)住民によるアンケート調査 

 住民によるアンケート調査は、テーマを絞り込

んだ課題について実態やニーズを把握する手法で

ある。住民自らが動くことによって課題を PRで

き、配布回収や調査費の支援などの際に自治会等

の協力を得ることで人がつながっていく。「全世

帯対象にアンケートをお願いし、回答世帯も多

く関心をもってくれた。」「アンケート結果を住

民に返すことが出来ました。」といった意見が

ある一方で、マップづくりと同様に問題解決に

つなげていくプロセスづくりが課題視されている。 

(4)地域劇仕立ての情報発信 

 地域劇仕立ての情報発信は、高齢者や子どもな

どに地域課題を分かりやすく伝える手法である。

顔なじみが劇に登場することで参加の輪が大きく

なり、課題の共有が広がっていく成果が期待でき

る。一方で、シナリオの作成や演出など一部の人

への負担が大きくなりがちで、無理のない継続が

課題となる。 
 
４．結 論 

 計画策定やその実践において住民参加の段階を

上げていく主な手法について、実践的な視点で整

理した。今後の研究において、①それぞれの手法

の有効性を掘り下げて検証することとあわせて、

②住民参加の状況に応じた手法選択（しくみ）の

検討について、研究を進めていきたい。 
 
５．倫理的配慮 

 研究倫理指針に基づき匿名性を守ること等の配

慮について説明し、Ａ市、Ｓ町の担当者に研究発

表の承認を得た。 
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Ａ市　成果の内容（自由意見を分類）件数=41

その他
7.3%

参加者の
地域福祉
の意識づ
くりにつ
ながった
17.1%

住民交流
の機会と
なり相互
理解の場
となった
26.8%

生活課題
の掘り起
こしがで
きた
48.8%

Ｓ町Ｓ中学校区（件数=51）懇談会の今
後（単数回答）

続けた
方がよ
い
86.3%

続けて
いく必
要はな
い
2.0%

どちら
ともい
えない
9.8%

不明
2.0%


